
     
 
 
 
 
 

4/2 会報 Ｎｏ182 編集    4/3 会報Ｎｏ182 校正 印刷 発送 
4/4 灰ケ峰 第三番目の展望台に会報をＰＲ用に備え付けた 
4/5 2ｍの檜の丸太 ３等分にして、縦割りにしそれぞれに２か所ドリルで穴をあけ、 灰ケ

峰 正面登山路に担ぎ揚げ滑りやすい路に ６か所ボルトで留め 歩きやすくした   矢吹 宮岡 
4/6 灰ケ峰 第三番目の展望台前に 引っ越しの荷物の一部が捨てられていたので、やむな  

   く事務局に持ち帰る。 4/9 引っ越しゴミを選別して搬出 
4/7  灰ケ峰 第二展望台の正面登山上り口 猪が法面を崩しので、一輪車を持参し、土砂・

石を広い所へ運搬 2.5 時間かかかる。また 登山道路の下方 滑りやすい坂に４年前 

孟宗竹で手すりを作るも支柱が朽ちていたので、長さ 1.5ｍ×２本の杭を持参し、打って

手すりを復元 
4/11 灰ケ峰 正面登山路 毎年 呉三津田高校遠足コース 古木・倒木を探し・枯れ木を

切断して路肩を補強                        光平 宮岡 
4/12 呉野外活動センター ～ 深山の滝 ルートの崖上の道路（焼山～天応線）から投棄

されたゴミ ペットボトルを選別して７０リットル搬出す 
4/15 灰が峰～休山縦走大会 呉二河プール前をスタート 参加者 106 名 
4/16 第１７回ひろしま「山の日」県民の集い 第２回実行委員会 県民文化センターにて 
4/17 「山の日」 野呂山呉会場 整備予定地の写真撮影 
4/18 「山の日」の 6/3（日） 第二回実行委員会 つばき会館  １８時～２０時 開催 
 〃 当会の２９年度会計監査 柱野真実氏で受ける もう一人は昨年辞任・脱会 
 
４月２１日第三土曜日 例会 
ところ 灰ケ峰 登山道路第三番目の展望台下方 七曲り方面 
参加者 今村（２回目 川尻町より） 田中 柱野 矢吹 堀 広兼 成田 宮岡    男性８名 

内  容  登山路が斜めになった所を水平に  路の山側に水路を作る 
    ところどころに横断溝を作る    かずらの切断 
    路を遮る枝木の切断        路肩の補強 
     
○路肩の材木の更新が必要だった 杭打ちは時間が足らないとカケヤ持参せず不持参を反省 
○路の水平が難しく歩きづらいので、みんなで鍬・ツルハシ・スコップで頑張った  
○金名水 いつも大雨で水がくみにくいが エンピ管が固定 水が簡単に汲めた 
○高級ケーキを田中氏が差し入れ、休憩時にみんなでおいしくいただく 
 
 次会例会 5 月 6 日（日）   休山 高天原神社 ９時集合 Ｎｏ１８２と同じところ 

総会 役員の改選・会計承認のため欠席者は委任状（ハガキ同封）を送付ください 
その次の例会 5 月 19 日第 3 土曜日 
   ＊ザ・ビック 毎月１１日 黄色いキャンペーン 当会のボックスに投函を依頼しましょう 
＊協賛 げんき快福堂（整体院）呉市広本町３丁目１８-１４ 73-7001≪たまき整形外科≫の２軒隣 
＊お酒は東広島市で製造のもの ビールはアサヒビール 両者は森林ポランティァの助成制度あり 
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 サポート・トレッキング・グループ   

 事務局 呉市焼山政畝 1-12-13 
 ホームページ サポート・トレッキング・グループ 
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